
  

             令和２年度新規自主学習教室として、 

２教室が新たに始まりました。 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
⌏
６
月
１
日
か
ら

制
限
を
設
け
て
の
開
館
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
⌏
７
月
１０
日
か

ら
ほ
ぼ
通
常
通
り
の
開
館
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
⌐
感
染

防
止
策
を
講
じ
な
が
ら
の
利
用
と
な
り
ま
す
が
⌏
ご
理
解
の
上
⌏

ご
利
用
く
だ
さ
い
⌐ 

 １
⍈
主
催
者
及
び
代
表
者 

①
人
と
人
と
の
間
隔
を
２
ｍ
以
上
確
保
し
て
使
用
す
る
こ
と 

②
１
時
間
ご
と
に
５
分
か
ら
１０
分
程
度
⌏
窓
を
開
け
て
換
気 

を
行
う
こ
と 

③
利
用
の
前
後
に
ド
ア
ノ
ブ
や
机
⌏
椅
子
等
を
消
毒
液
で
拭
く 

こ
と 

④
参
加
者
に
記
入
い
た
だ
い
た
利
用
者
名
簿
を
提
出
す
る
こ
と 

(

回
収
ボ
⌭
ク
ス
へ
の
投
函)

 

 
 
 

２
⍈
参
加
者 

①
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と 

②
手
指
の
消
毒(

手
洗
い)

を
徹
底
す
る
こ
と 

③
利
用
者
名
簿
へ
氏
名
等
を
記
入
す
る
こ
と 

④
教
室
や
会
議
の
前
後
に
密
な
状
態
で
談
話
等
を
し
な
い
こ
と 

⑤
体
調
不
良
を
感
じ
た
時
は
⌏
参
加
を
控
え
る
こ
と 

 ３.

調
理
室
の
利
用 

①
利
用
人
数
は
⌏
調
理
台
１
台
に
３
人
ま
で
と
す
る 

②
使
用
前
⌏
使
用
後
に
調
理
器
具
を
洗
浄
す
る
こ
と 

③
料
理
を
食
べ
る
時
は
⌏
対
面
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と 

④
換
気
を
徹
底
す
る
こ
と 

三花の話題はホームページから!  三花公民館ホームページアドレス ： http://www.hita-k.org/mihana/ 

公
民
館
⎡
利
用
再
開
⎞
⎗
⍷
⎙ 
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公
民
館
自
主
学
習
教
室 

厜
午
前
叏
部
厝 

 

呍三
花
双
厵
双
厵
吐
吝
吚
吮
叏
会(

第
咇
呍
咉
火
曜
日) 

 

呍料

理

教

室
咁第
咇
木
曜
咂 

 

呍歌
声
同
呄
呉厜
新
規
厝咁第
咇
月
曜
咂 

 

呍吿
吃
教
室厜
新
規
厝咁水
曜
呍月
咉
回
咂 

厜
午
後
叏
部
厝 

呍大

正

琴

教

室
咁第
咇
呍咉
月
曜
咂 

呍絵

手

紙

教

室
咁第
咈
火
曜
咂 

 

呍后
呂
吧
呎
歌
謡
教
室
咁第
咇
呍咉
水
曜
咂 

厜
夜
叏
部
厝 

 

呍叓
叨
叄
叉
厵
踊
叫
咁第
咆
呍咈
月
曜
咂 

 

呍囲

碁

愛

好

会 

咁毎
週
火
曜
咂 

呍詩

吟

教

室
咁第
咆
厒
咇
呍咈
火
曜
咂 

 

呍卓

球

教

室
咁毎
週
水
曜
咂 

 

呍叿
叹
呄
吪
吆
吐
教
室
咁毎
週
木
曜
咂 

 

呍吨
吔
吊
呉
教

室
咁第
咇
呍咉
木
曜
咂 

 

呍吂
呀
吁
合
教
室
咁第
咆
呍咈
土
曜
咂 

 

す
ず
め
の
学
校
分
校 

天

神

町

分

校 

毎
月
第
咇
火
曜 

三
和
団
地
分
校 

毎
月
第
咉
火
曜 

清

水

町

分

校 

毎
月
第
咉
月
曜 

財

津

町

分

校 

毎
月
第
咈
木
曜 

藤

山

町

分

校 

毎
月
第
咆
月
曜 

秋

原

町

分

校 

毎
月
第
咈
金
曜 

市
吥
瀬
町
分
校 

毎
月
第
咈
金
曜 

小
河
内
町
分
校 

月
咇
回
木
曜 

伏

木

町

分

校 

毎
月
第
咆
火
曜 

 

※
ま
ず
は
見
学
か
ら
で
も
結
構
で
す 

気
軽
な
気
持
ち
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
！
一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
し
ᵾ
う 

 

ご厚志御礼 
 

財津町 長尾秀典様 
（亡母 ヒサヨ様 91 歳） 

  

ご厚志をいただきました 
厚く御礼申し上げます 

◎三花地区の人口  4,632 人（男 2,222 人 女 2,410 人）  世帯数 1,920 世帯  (令和 2 年 6 月 30 日現在)  

   （前年度との比較）  4,642 人（男 2,210 人 女 2,432 人）  世帯数  1,893 世帯  （令和元年 6 月 30 日現在）  

 

ᵱ
伏
木 

白
馬
の
瀧
ᵲ
伏
木
町
に
あ
る
約
１５
ｍ
の
落
差
が
あ
る
滝
ᵨ 

国
道
か
ら
伏
木
方
面
に
入
り
ᵧ
伏
木
公
園
の
少
し
先
ᵧ
看
板
に
よ
る
案
内

が
あ
り
ま
す
ᵨ
伏
木
町
自
治
会
長
の
案
内
で
見
学
に
行
き
ま
し
た
が
ᵧ
数

日
前
に
伏
木
町
壮
年
会
の
皆
様
が
草
刈
り
を
し
て
い
た
だ
い
て
た
の
で

通
り
や
す
か
ᵻ
た
で
す
ᵨ
災
害
の
影
響
で
滝
の
近
く
の
道
は
崩
れ
て
い
ま

す
ᵨ
見
学
の
際
は
一
人
で
は
行
か
ず
ᵧ
十
分
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
ᵨ 

公民館・地区の予定 
 

７月２１日(火)子育てサロン（中止） 
２７日(月)男の料理教室  
３１日(金)三花チャレンジ教室保護者説明会 

８月 ４日(火)暁大学 
５日(水)三花地区振興協議会 陳情 
７日(金)みはな女性セミナー 
８日(土)三花チャレンジ教室 

１７日(月)男の料理教室 
１８日(火)子育てサロン（中止） 
２０日(木)三花チャレンジ教室 
２８日(金)女性連絡協議会 踊り練習 

９月 ２日(水)暁大学 
４日(金)みはな女性セミナー 
６日(日)三花地区大運動会 

  １２日(土)三花チャレンジ教室 
  １４日(月)男の料理教室 
  １５日(火)子育てサロン 
 

公民館職員不在のお知らせ 
お盆期間（８月１３日、１４日） 

６月２７日(土)に三花公民館自主学習教室『少年

少女囲碁教室』を閉じることになりました。 

 『少年少女囲碁教室』は平成７年に三花公民館

長となりました天神町の髙田耕一さん(元:三和小学

校校長)が、学校の週休二日における児童の健全

育成の一環としてスタートされました。教室では、礼

儀やマナー・集中力・相手の気持ちを思いやること

の大切さを重視した指導で、２５年の長きにわたりご

指導をいただきました心から感謝申し上げます。 

 また、最初から共にご指導いただきました高瀬さ

ん、佐藤さんにもお礼申し上げます。 

 閉講式では、教室生を代表し、堀 百華さん(三和

小 5 年)から似顔絵と花束が贈呈されました。 

 髙田さんからは、今後も囲碁を続けることや、囲碁

教室で学んだことを学校や生活の中に活かすよう話

がありました。髙田先生には健康にご留意され、

益々ご活躍されますことを祈念申し上げます。 

 長きにわたり有難うございました。 
 

 

【ヨガ教室】 

 

６月１０日(水)スタート 

月４回水曜日 １０時 

講師は川津一紗さんです 

 

【歌声サロン】 

  

７月１３日(月)スタート 

月１回第２月曜 １０時 

講師は外園哲子さんです 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『空き家バンク』を利用して、三花地区の地域活性化に繋げましょう！ 
 

☆『空き家バンク』とは？ 
売却または賃貸を希望する空き家所有者の申込によって登録された物件の情報を、日田市

への移住・定住を目的に空き家を探している方に提供する制度です。 
 

☆こんな時に、『空き家バンク』を活用してみませんか？ 
・家を相続したけれど、遠方に住んでいて管理が大変。 

・別荘を持っているが、最近は足が遠のいて使っていない。 

・家を売りたい・貸したいけどどうしたらいいかわからない。 
 

☆登録できるのはどんな家？ 
日田市内にある一戸建ての住宅とその敷地のうち、下記の４つの条件を満たすものです 

・個人が居住するために取得したもの 

・居住していない、または近く居住しなくなる予定のもの 

・居住することができるもの 

・外部からの侵入を防ぐため施錠等の管理ができているもの 
 

※詳しくは日田市 ひた暮らし推進室 移住促進係（☎22-8383）までご連絡ください。 

 盂蘭盆(うらぼん)の夜には、いまでも多くの町内で盆踊りの輪ができ、口説きや、にぎやかに

囃す踊り子の声が響く。 

 三花地区の盆踊りが、いつごろ始まったかは、はっきりしない。廣瀬淡窓の『懐旧楼筆記』

には、幼いころ(天明６年・1786)に魚町(現・豆田町)で見た盆踊りの記述があるので、天明のこ

ろすでに盆踊りを踊っていたことがわかる。同様に、当時の三花地区の村々でも、このころす

でに盆踊りを踊っていたのであろう。 

 三花地区の踊りは、音頭取りが傘をさして床縁(縁台)のうえに立って口説き、その周りを、踊

り手はうちわを持って、踊りながら回るのがふつうである。伴奏に太鼓を使う地区もあるが、

財津のように用いないところもある。 

 日田の盆踊りは、踊り子が手にしているうちわを踊りの手ぶりに合わせて、いっせいに打つ

仕組みになっている。うちわを打つ音がリズムを生むので、元来うちわを持って踊る大分県北

地方の盆踊りは、太鼓を用いなかったようだ。 

 踊りは、盆の１３日の夜に初盆宅を回って踊り、初盆宅が多いときは、１４日の夜にも踊っ

ていたが、最近は広場や学校の校庭などで、まとめた形で踊る町内が多くなった。 

 もともと、盆踊りは、それぞれの地区の青年が中心になってつづけられていた。それが昭和

30 年代後半からの経済成長期に入ると、地区に残る青年が激減し、盆踊りの続行が難しくなっ

てくる。 

 そうしたなかで、伝統の踊りを絶やすわけにはいかないとして、壮年会や自治会がひき継い

でつづけられているのが現状だ。 

（「三花風土記」より） 

〇
町
内
人
権
学
習
会 

 

毎
年
開
催
し
て
い
る
自
治
会
ご
と
の
学

習
会
に
先
立
ち
劣
自
治
会
長
と
人
権
啓
発

推
進
委
員
に
向
け
た
研
修
会
を
６
月
２６
日

(

金)

に
開
催
し
ま
し
た
劤 

 

日
田
市
の
部
落
差
別
解
消
推
進
課
よ
り

挨
拶
を
頂
き
劣
研
修
と
し
て
劫
そ
の
時
私
は

ど
う
す
る
？
劬
と 

い
う
自
分
の
目
線 

で
見
る
こ
と
が
で 

き
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視 

聴
し
ま
し
た
劤
参 

加
者
の
方
々
と
と 

も
に
人
権
に
つ
い 

て
考
え
る
機
会
と 

な
り
ま
し
た
劤 

 

講
師
の
依
頼
は
公
民
館
ま
で
劤 

 〇
女
性
連
絡
協
議
会 

 

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
総
会
を
取
り
や
め
劣
６
月
２９
日(

金)

に
各
町
内
の
婦
人
部
長
に
よ
る
役
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
劤
８
年
も
の
長
き
に
渡
り
劣

会
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
長
尾
秋
子
さ

ん
の
勇
退
が
決
ま
り
劣
新
た
に
天
神
町
の

梅
木
さ
ん
が
会
長 

と
な
り
ま
し
た
劤 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ 

イ
ル
ス
の
影
響
で 

地
域
ご
と
の
活
動 

も
配
慮
が
必
要
と 

な
り
ま
す
劤
今
年 

度
も
よ
ろ
し
く
お 

願
し
ま
す
劤 

〇
自
治
公
民
館
活
性
化
会
議 

 

７
月
１
日(

水)

自
治
公
民
館
長
に
集
ま

勂
て
い
た
だ
き
劣
自
治
公
民
館
活
性
化
会

議
を
行
い
ま
し
た
劤 

 

自
治
公
民
館
が 

地
域
を
活
性
化
す 

る
た
め
に
行
う
自 

主
的
な
活
動
を
支 

援
し
劣
地
域
内
で 

の
交
流
劣
活
性
化 

の
ヒ
ン
ト
に
も
な 

れ
ば
と
思
い
ま
す
劤 

 

町
内
の
方
々
も 

積
極
的
に
自
分
の
地
域
に
あ
る
公
民
館
を

利
用
し
劣
地
域
を
活
性
化
し
て
く
だ
さ
い

ね
！ 

〇
壮
年
会
等
連
絡
協
議
会 

 

７
月
３
日(

金)

に
壮
年
会
等
連
絡
協
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
劤 

会
長
の
三
和
団
地 

の
松
方
正
明
さ
ん
の 

挨
拶
か
ら
始
ま
り
劣 

今
年
度
の
研
修
を
行 

い
ま
す
劤
講
師
は
日 

田
市
の
健
康
保
険
課 

の
坂
本
さ
ん
に
お
願 

い
し
劣助
知
勂
て
お
き 

た
い
！
私
た
ち
の
健
康
卛
三
花
地
区
の
い

ま
卛
努
と
い
う
演
題
で
劣
日
田
市
の
デ
勖
タ

と
三
花
地
区
の
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
劤 

今
年
度
は
劣
財
津
町
の
浦
塚
保
さ
ん
が

新
会
長
と
な
り
ま
し
た
劤 

  

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
伴
い
劣

公
民
館
は
３
月
２
日(

火)

か
ら
休
館
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
劤
緊
急
事
態
宣
言
の

発
令
か
ら
劣
全
国
で
様
々
な
取
り
組
み
が
さ

れ
劣
大
分
県
で
は
４
月
末
か
ら
感
染
者
は
発

表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
劤
公
民
館
も
６
月
１
日

か
ら
段
階
的
な
利
用
を
始
め
劣
７
月
１０
日
か

ら
は
ほ
ぼ
今
ま
で
通
り
の
利
用
と
な
り
ま
し

た
劤
感
染
予
防
対
策
を
し
な
が
ら
劣
社
会
教
育

の
場
と
し
て
劣
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
劤 

 〇
み
は
な
女
性
セ
ミ
ナ
勖 

 

令
和
２
年
度
の
ス
タ
勖
ト
と
な
る
開
講
式

を
７
月
３
日(

金)

に
開
催
し
ま
し
た
劤 

レ
ク
レ
勖
シ
勒
ン
協
会
の
栗
秋
先
生
を
お

招
き
し
ま
し
た
が
劣
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
を
意

識
し
た
劣
椅
子
に
座
勂
て
の
運
動
劣
声
を
出
さ

な
い
よ
う
手
話
を
使
勂
た
歌
な
ど
工
夫
を
し

な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
劤 

受
講
生
も
久
し
ぶ
り
会
勂
た
メ
ン
バ
勖
と

笑
顔
を
交
わ
し
な
が
ら
劣
と
て
も
楽
し
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
劤 

ま
た
劣
講
座
を
終
え 

て
か
ら
劣
企
画
委
員
に 

よ
る
講
座
の
企
画
委
員 

会
を
開
催
し
ま
し
た
劤 

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で 

劫
密
に
な
ら
な
い
よ
う 

な
講
座
劬
を
意
識
し
な
が
ら
講
座
を
決
め
て

い
き
ま
し
た
劤 

例
年
で
あ
れ
ば
５
月
中
旬

に
ボ
ラ
ン
テ
勋
ア
の
方
々
と

一
緒
に
サ
ル
ビ
ア
の
種
を
約

３
０
０
０
粒
撒
き
ま
す
劤 

毎
日
水
や
り
を
行
い
劣
少
し

ず
つ
成
長
し
て
い
く
姿
を
楽

し
み
に
し
な
が
ら
劣
ポ
勏
ト
に

移
せ
る
時
期
を
待
ち
ま
す
劤 

ポ
勏
ト
に
移
植
し
た
後
は

も
う
少
し
成
長
さ
せ
劣
そ
の
後

自
治
会
や
学
校
に
配
布
し
て

い
ま
す
劤 

小
学
校
と
中
学
校
は
地
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
サ
ル
ビ

ア
の
ポ
勏
ト
移
植
を
行
い
ま
す
劤 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
ボ
ラ
ン
テ
勋
ア
を
集
め
て
の
サ
ル

ビ
ア
の
種
ま
き
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
劤
そ
こ
で
劣
今
年
は
サ
ル
ビ
ア
の
苗

を
劣
自
治
会
や
三
和
小
劣
戸
山
中
学
校
に

配
布
し
ま
し
た
劤
写
真
は
６
月
３
日

协
月
卐
に
戸
山
中
学
校
と
三
和
小
学
校

に
苗
を
配
布
し
た
も
の
で
す
劤 

 

現
在
公
民
館
の
前
に
は
サ
ル
ビ
ア
が

と
て
も
キ
レ
イ
に
咲
い
て
い
ま
す
劤 

登録した物件が利用者と成約

すれば、空き家活用奨励金とし

て、5 万円が交付されます。 

但し、契約相手と３親等以内

の場合は対象外です。 

 

 


